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 6 清泉女子大学教職課程紀要 第 2 号 
内
容
か
ら
は
複
数
の
作
者
が
想
定
で
き
る
。 
『
太
平
記
』
よ
り
後
に
も
軍
記
（
室
町
軍
記
）
は
続
々
と
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
後
代
へ
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、『
義
経
記
』
と
『
曽
我
物
語
』
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
史
実
を
き
ち
ん
と
描
写
す
る
と
い
う
よ
り
、
伝
説
の
集
大
成
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。 
『
義
経
記
』
は
八
巻
あ
り
、
源
義
経
が
主
人
公
で
は
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
活
躍
は
描
か
れ
ず
、
そ
の
前
後
の
苦
難
の
時
代
が
詳
述
さ
れ
る
。
義
経
が
東
北
に
下
り
、
す
ぐ
に
京
都
で
軍
略
を
学
ぶ
さ
ま
は
、
時
系
列
の
合
理
性
よ
り
も
伝
説
の
面
白
さ
の
重
視
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
平
家
物
語
』
で
は
あ
ま
り
活
躍
の
描
か
れ
な
か
っ
た
武
蔵
坊
弁
慶
が
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
後
代
の
御
伽
草
子
へ
と
つ
な
が
る
特
徴
と
い
え
よ
う
。 
ま
た
、『
曾
我
物
語
』
は
源
頼
朝
の
近
臣
工
藤
祐
経
に
対
す
る
曽
我
十
郎
・
五
郎
兄
弟
の
仇
討
ち
事
件
を
描
い
た
も
の
で
、
後
世
の
能
や
歌
舞
伎
の
題
材
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
能
で
い
え
ば
「
小
袖
曽
我
」
「
夜
討
曽
我
」
が
あ
り
、
歌
舞
伎
で
は
「
助
六
」
や
「
雨
の
五
郎
」
な
ど
が
曽
我
物
と
さ
れ
て
い
る
。『
曽
我
物
語
』
の
題
材
と
な
っ
た
事
件
自
体
は
私
的
な
恨
み
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
悲
劇
的
な
死
を
遂
げ
た
兄
弟
は
御
霊
信
仰
と
相
ま
っ
て
、
伝
説
が
多
く
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
本
は
真
名
本
と
仮
名
本
に
大
き
く
分
か
れ
る
が
、
そ
の
差
は
大
き
く
、
唱
導
や
巫
女
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
者
が
成
立
に
か
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
以
上
、
中
世
文
学
の
諸
相
を
述
べ
て
き
た
が
、
和
歌
と
政
治
と
の
か
か
わ
り
、
説
話
と
聞
き
手
の
関
係
、
軍
記
と
伝
説
と
の
関
わ
り
合
い
な
ど
、
問
題
点
が
さ
ま
ざ
ま
に
設
定
で
き
る
こ
と
が
、
中
世
文
学
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 
  参
考
文
献 
『
中
世
の
文
学
』（
日
本
文
学
史
３
、
有
斐
閣
選
書
）
久
保
田
淳
・
北
川
忠
彦
編
、
有
斐
閣
刊
、
1
9
7
6
年 
『
中
世
日
本
文
学
史
』（
有
斐
閣
双
書
）
有
吉
保
編
、
有
斐
閣
刊
、1
9
7
8
年 
『
日
本
文
学
史
必
携
』（
別
冊
国
文
学N
O
9
3
）
久
保
田
淳
編
、
學
燈
社
刊
、1
9
92
年 
